
令和７年度総務経済委員会行政視察報告書            三田 忠男 

令和７年１０月８日行政視察先：清水港着フェリー見学 

行政視察目的：新フェリーターミナルと周辺及びフェリーの運営状況。 

 議⾧時代、伊豆半島の議会関係者とフェリー存続と周辺整備について、県知事への要望

活動を行ったことがあり、非常に関心のある視察でした。天候に左右され、運航が当てに

できなく、大事な用事には使えないと思慮していたとき、原因が第三セクターの運営にあ

るかと考えていたが、土肥港の構造にあるとは思いもよりませんでした。 

 観光ルートや防災上貴重なフェリーのため存続してほしいが、欠航が多く赤字運営にな

っていては、住民の理解が得られるか心配である。 

 経営上の苦労は、数々の改善点の説明を受け理解することができた。しかし、根本は安

全な定期的な航海にあると思います。そのための根本的な、港の改良工事なしには経営上

存続が厳しいと思いました。 

 今後、広報活動に力を入れて住民理解の促進務めていただきたいと感じました。 

ここ１年が勝負だと思います。フェリーの運航による、伊豆半島や静岡市近郊の経済効

果が測定できれば、見方も変わると思いますが、データーは無いようでした。 

令和７年１０月８日２か所目の行政視察先：富士河口湖町 

行政視察の目的：インバウンド対応と宿泊税導入予定の経緯 

行政視察後の所感：お客を呼び込む武器は現在、SNS の活用に尽きると思いました。 

外国への売り込みはもちろんですが、SNS 活用次第で様変わりしてしまいました。 

功罪ともあり、経済効果を呼び込み、行政・住民の所得向上・税収アップがもたらされ

雇用の拡大・生活環境の改善が図られる要素が増えています。 

 ただし、異文化によるトラブルも当然ながら起きています。グローバル化共生社会の進

展のためには、行政や協力団体が率先して、住民理解の促進を強く行う必要を感じまし

た。働き手の少ない伊豆市でも外国人労働者の確保なくして成り立たない事業もあり、伊

豆市民の一員としての受け入れ態勢を整えることが急務と思いました。 



宿泊税の導入経緯については、町⾧の肝いりであり、町を取り巻く課題として、少子高

齢化・人口減少による社会保障費の増加・自主財源の減少、そのため観光振興財源の減

少、その結果地域経済の縮小・町の魅力低下が起きている。 

 新たな観光振興財源の確保を図ることにより観光施策の強化を図り町の魅力を向上させ

ると観光客・交流人口の増加が図られ地域経済が活性化し観光振興財源の増収が図られて

観光施策の強化を行えるという好循環が期待できる。 

 税収が増えても、交付税が減り財政規模は変わらないが法定外税は交付税の算定に影響

しないため収入の上乗せになり、財政規模が増える。 

 宿泊税の導入理念・目的・使い道を住民とともに一緒になって協議し、理解のできた点

から導入を進め、立ち止まっては協議し、一致したことから進めていくことが成功の近道

と思いました。 

令和７年１０月９日 ２日目の行政視察先：小菅村 

行政視察の目的：古民家を利用した宿泊施設 

視察後の所感：本物を一流の人材でお持て成ししないとお客様は来ない。お値段より以上

のもてなしの提供が感動を呼び、再び訪れたい、他者にもお勧めしたと思わせる要素だと

思います。自然の中の一流が生む贅沢。そんな思いがしました。地元を愛する地元民と協

働し、「地元を大切にして、営業したい、この地域の発展に寄与したい。」との思いを持つ

事業者に恵まれたとき、持続可能な取り組みになると思いました。 

伊豆市の温泉街以外の事業の参考になりました。SNS の活用がカギになります。 

令和７年１０月９日 ２日目の行政視察先：湯河原町 

行政視察の目的：官民連携の温泉場（万葉公園）再生及び宿泊税導入 

視察後の所感：どこの観光地でも生き残りをかけて、取り組む仕掛人がいました。 

 老朽化した観光会館等の公共施設の改善や機能の見直しが⾧年の課題であったことか

ら、平成２８年から官民連携支援事業として温泉場エリア全体の地域戦略を考える、住民

参加型 PPP 事業スキームとして企画した。伊豆市と似ていると感じたが、決断に至るため

には住民との徹底した議論・協力が必要不可欠と感じました。修善寺総合会館、天城会館

を取り壊し、新たな住民との合意による事業が展開された時には、どのような地域になっ



ているのか、夢があるように思われた。検討の余地がないだろうか。このままでは、変化

も起きないだろう。新たな挑戦も必要ではないかと思える視察でした。 

 今回、二日間との制約のもと視察内容、施設先を検討せざるを得なかったので、十分な

視察だったのか、検討し来年にいかしたいと思います。 

貴重なお時間を頂きまして、行政視察を行うことが出来ました。議会事務局を始め、訪

問先の行政関係者等には大変お世話になりました。厚く御礼申し上げます。 


